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この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

近藤雄亮ガバナー公式訪問

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉
　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘 ……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ６．歓迎の辞及びゲスト並びにビジター紹介

	 ７．食　事

　12：45	 ８．会長挨拶並びに会長報告

	 ９．お祝い

（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 10．幹事報告

	 11．出席報告

	 12．委員会報告

	 13．ニコニコボックス報告

	 14．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（９／８）……

	 　　卓話　「パラグアイにかけた夢」

	 　　講師　パラグアイ共和国大使館

	 　　　　　　特命全権大使　豊歳　直之 様

（紹介者　鈴木文三郎 会員）

	 　（９／ 15）……休　会（法定休日）

　13：00	 15．卓　話

	 　　国際ロータリー第2760地区

	 　　　ガバナー　近
こん

藤
どう

　雄
ゆう

亮
すけ

様

	 16．謝　辞

	 17．点　鐘…………〈会　長〉

　13：30	 18．閉会宣言

記念写真の撮影

　13：45	 散　会

第2856回例会プログラム

［当年度＝７回目；当月＝１週目］

2014年（平成26年）９月１日㈪

会長・幹事懇談会

ゲ ス ト

国際ロータリー第2760地区ガバナー

　　　　　　　　近藤　雄亮 様（名古屋瑞穂RC）

国際ロータリー第2760地区幹事

　　　　　　　　高須　洋志 様（名古屋瑞穂RC）

出 席

会員総数　94名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　90名

欠　席　10名　　出席率 88.89％

前々回（８／18）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）８月26、27日に東日本大震災復興支援で石巻市立

渡
わた

波
のは

小学校に私を始め加藤真治会員、吉原孝彦会員、

神野公秀会員、久米博明会員、伊藤節夫会員で行っ

てまいりました。

幹 事 報 告

１）例会終了後、近藤雄亮ガバナー、高須洋志地区幹

事と記念撮影を致します。皆様のご協力をお願い致

します。

創立　1954年３月８日

承認　1954年３月30日

例 会 日 時　毎週月曜日

　　　　　　12：30 ～ 13：30

例 会 場　刈谷市新栄町３の26

　　　　　　　刈谷商工会議所内

事 務 所　TEL〈0566〉22-2111

　　　　　　FAX〈0566〉25-2111

メ ー ル　kariyarc@katch.ne.jp

ホームページ　http://www.kariya-rotary.com

会 長　杉 浦 芳 一

幹 事　伊 藤 節 夫

会報委員長　關 　 淳 之
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Light	Up	Rotary　ロータリーに輝きを



（2）

会 長 あ い さ つ

杉浦　芳一

　今日は仙台ロータリークラブ様と

合同の被災地訪問の報告をさせて頂

きます。

　仙台ロータリークラブは、創立

1937年（昭和12年）２月20日で会員

数108名、会長さんは藤崎デパート

の７代目社長の藤﨑三郎助さんです。

私と同じ年でした。

　交流例会といって卓話とかスケジュールがなく会員同

士が自由に会話を楽しむ例会でした。昼の例会と夜の懇

談と大歓迎されました。

　次の日は、石巻市　渡波小学校の植栽、鐘贈呈式に参

加して参りました。校庭の木が海水で枯れてしまいまし

たので木を植えて来ました。昨年、刈谷ロータリー 60

周年で石巻ひがし保育園へ支援させて頂いた遊具もすぐ

隣でバスの中から確認ができました。

　お昼は女川の仮設住宅食堂で33名全員あなご丼を食べ

ました。石巻産の鯨のカンヅメも買ってきましたが、フ

ランスの留学生はホウェールの肉と説明したらちょっと

いやな顔をしていました。

　午後はさらに北へ、志津川中学校へ向けて被災地の中

を通りぬけて走りましたが、途中、悲劇の大川小学校も

車窓から見る事ができました。

　志津川中学校では全生徒が出席し、屋外時計の贈呈式

を行いました。震災で壊れてしまったので、その替わり

です。たいへん高価なものですが、中学校の全教室から

と仮設住宅にお住まいの皆さんから見えるところに建っ

ています。

　この時計は2760地区の皆さんの援助で贈呈できたもの

です。２日間、仙台ロータリークラブの皆さんとたいへ

ん有意義な時を共有することができました。

お 祝 い

９月の会員の誕生日…黒田義之、市川裕士、平野和一、

羽田育哉、中村美智雄、神谷龍司、前田孝司、小澤陽一、

鈴木豊、出口達也、豊田貴久、吉岡秀記、都築浩介会員。

配偶者の誕生日…黒田悠子（義之）、廣根典子（実）、深

谷慶子（稔彦）、今村典子（順）、横山知子（宜幸）、

兵藤千香（文男）、鬼頭かおり（一浩）様。

９月度結婚記念日…加藤繁則、伊藤節夫、小澤陽一、内

藤昇、黒田義之、山下雅則会員。

９月度入会記念日…杉浦芳一、加藤哲也、深谷稔彦、野

村紀代彦会員。

卓 話

国際ロータリー第2760地区ガバナー

近藤　雄亮 様

　皆様、こんにちは。今年度のガバ

ナーの近藤でございます。二宮尊

徳の話をします。尊徳（1787年～

1856年）は“たかのり”といいます。

二宮尊徳の経済哲学は道徳を忘れた

経済は犯罪だ、経済を忘れた道徳は

寝言だ。小さな努力が大事成す。

　毎年１月にあります国際協議会、６月に行われました

国際大会、私は朝から夕方まで全て出ました。32年やっ

ており全て出席したのは初めてです。ガバナーになるた

めには１月の国際協議会には出なければならないのです

が、約１週間缶詰になって勉強致します。国際大会はそ

うでもないのですが、自分にとって非常に役に立ちまし

た。毎回、心に残るロータリー体験を話すのですが、非

常に話し方がうまいです。外国のかたは小さい頃から

ディベートは訓練されておりますので、人前で話す事が

非常に長けております。結果、ロータリーでやっている

事がすっと入ってきます。この感動こそがロータリーに

集まってくる要素だと思っております。当然ルールとか

知識も必要ですが、やらなければいけないという気持ち

になってきます。もう１つ自分だけ感動するのではなく

て、その感動を仲間に与える、さらに一般の人にもロー

タリーに入るような気持ちにさせるのが本来のロータ

リーの姿です。そのロータリーは二宮尊徳の没後50年後

に創立されました。

　先ほども申し上げましたが、ガバナーになるためにサ

ンディエゴで１週間ほど、国際協議会で勉強してきたと

いうお話をしましたが、国際協議会、国際大会のお話を

少ししたいと思います。国際大会の最終日ですが、青少

年のための時間をとりました。私も新世代に大変興味を

持っておりまして、真剣に聞いてきました。新世代が何

を考えているのかロータリアンに聞かせよう、という事

でした。一人はインドのローターアクトです。この人が、

自分たちで教育というプログラムを作り、７日間で20万

冊の本を集めたそうです。

　また、2850人の女性の髪を切ってカツラを作り、その

カツラを癌などで髪を失ってしまった女性達に提供し、

非常に喜ばれたそうです。彼はロータリーのお陰でロー

タリーモーメントを作る事ができ、非常に感謝しており

ます、という話がありました。

　ロータリーはビジネスと同じで、顧客満足が大切です。

具体的に言えば、新入会員は入ってよかったという満足

感、地域はこんな良いことをしてくれたという満足感です。

　ロータリアンに求められることは３つの「H」で表す

ことができます。「ハンド」手を差し伸べること、「ヘッ

ド」頭を使うこと、「ハート」心と心が触れ合うことです。

　ロータリアンは周囲を感動させることと、自らが感動

することが重要です。

　本日はありがとうございました。
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ガバナー公式訪問　集合写真


